
I．地 理 学

　「日本地学の形成」〈その 3〉（1997）で日本に地

形学が導入される経緯について述べた。そこでは

ラッツェル（F. Ratzel）に学んだ小藤文次郎が自

然地理学を提唱し，同じく坪井九馬三と石橋五郎

が人文地理学を興そうとしたことが触れられてい

る。その後「地理学とは何か」と改めて問い直さ

れた時代がくる。国立大学に地理学講座を開設し

た東大の山崎直方，小川琢治の後を引き継いだ東

大の辻村太郎，東京文理大の田中啓爾，京大の石

橋五郎はそれぞれ独自の地理学観を提示し，各地

理学教室の学風を打ち出している。

　本文では前半で地理学のうち地形学の樹立と地

形学に関連する分野の趨勢について略述し，後半

で地形学の研究の動向について述べることにする。

地形学の樹立

　欧米では 1920年頃までに隆起と浸蝕を基準と

した地形学が形成された。ウィーン大学でペンク

（A. Penck）から地理学を学んだ東大の山崎直方は

火山地形や氷河地形にも関心をもっていた。彼は

1925年には日本地理学会を設立し，機関誌「地理

学評論」を発行した。また震災予防調査会の委員

として関東地震の被災地の調査を行い，その結果

を「関東地震ノ地形学的考察」（1925）としてま

とめた。山崎から地形学を学んだ辻村太郎は，

1923年には本邦最初の専門書『地形学』を出版し

た。辻村はその後も『日本地形誌』（1929）を著

し，西南日本の典型的地形例を各種紹介した。

1932年には『断層地形』を著している。『地形学』

の改訂版の『新考地形学』（1932, 33）は浸蝕地形

と構造地形の 2冊からなっている。さらに 1942
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年，44年には『断層地形論考』『断層地形図説』

を刊行した。こうした辻村の努力により地形学が

自然地理学の一分野として定着した。

　一方，関東地震（1923）も地形学樹立の契機と

なった。山崎直方（1925）による地塊区分，地塊

の傾動などの指摘，矢部長克・青木廉二郎（1925）

の関東構造盆地の提唱，復興局建築部の地質・試

錐調査による東京・横浜の地表・地下地質の判明

（1926―28）など多くの成果があがった。また 1930

年代には田山利三郎らによる各地の段丘や丘陵の

解析などが行われた。この時期には山地や準平原

の研究にも新しい手法が用いられるようになった。

岡山俊雄（1930）の切峰面による山岳形の解析な

ども新しい手法の一つである。地形発達史的な研

究がはじまったのもこの頃からで，大塚弥之助は

地質学を土台にした地形学を開拓した。

景観地理学

　自然地理学の地形学に対し，辻村太郎は人文地

理学として「文化景観の形態学」いわゆる景観地

理学を提唱した（1930）。彼（1925）はパッサル

ゲ（S. Passarge）の“Die Landschaftsgurtel der 

Erde. Natur und Kultur”（1924）および“Lands- 

chaft und Kulturentwicklung in unseren Klima- 

breiten”（1922）を地理学評論第 1巻に紹介し，

Landschaftを「風景」と訳し，翌年サウアー（C.O. 

Sauer）の“The Morphology of Landscape”

（1925）を紹介したときは Landscapeを「景相」

と訳している。辻村は山崎直方追悼記念号（1930）

に上記論文を載せてこれを「景観」と訳し，地域

の可視的形状面と解釈した。そして地形の背景に

地球物理的な関係や地史的な経歴が隠れていても

地形学の研究が存在しうるように，文化景観の根

底に経済的機構や歴史的過程が潜んでいても景観

形態学は存在しうると主張した。辻村は『景観地

理学』（1932），『景観地域』（1933），『景観地理学

講話』（1937）と著述を重ねてその内容を充実さ

せていった。1942年には『文化地理学』も著した。

しかしそれらの具体的な研究方法については明ら

かではなかった。辻村門下は地域形態の測定を工

夫し，さまざまな試みを行っている。たとえば保

柳睦美の「家屋等密度線」（1930），「家屋等密度

線より見たる大東京西部」（1934），松井　勇の

「ゲオモルフォメトリーの一つの問題」（1930），

「地表傾斜と文化景観との関係」（1930），吉村新

吉の「地域形態測定の一方法とその例　文化景観

と地形との面積的相関」（1930）など景観の数理

的解析が多かった。

景観地理学批判

　景観地理学については辻村一門からも批判が

あった。石田竜次郎（1933）は上記吉村新吉の論

文について，人文地理学に物理学的方法を持ち込

むのではなく，社会科学的方法論を用うべきだと

し，佐藤　弘（1932）は地理学から精神生活を放

逐するならば，人文地理的建物は継ぎはぎ細工の

状態にとどまるだろうと指摘している。綿貫勇彦

（1935）は景観は地域の外観で，対象把握の仕方

が科学的というよりも直感的・感覚的であり，分

析は機械的だと批判した。

　Landschaftを景域と訳した飯本信之（1936）

は「所謂景観論的な地形派の云ふ断層なるものは

地質学的に見て何処まで信じ得るものであるかは

興味ある問題」とし，コンターの粗密，走向等に

よってその地形の成因にまで立ち入るのは論理的

に大なる誤謬であるとした。このように辻村門下

でも批判的発言が多かった。

　辻村派以外からも批判があった。飯塚浩二

（1935 ― 36）は辻村が参照していたシュリーター

（1906）の時間の克服論を，人文地理学から歴史

的要素を除いているとして否定しながら，サウ

アーについては発生論的に文化景観の成長を時間

的展開と理解し，歴史的関係重視の姿勢を示した。

サウアーのもとに留学した渡辺　光（1933）は，

景観の分析的考察が究極的に分布論となるがそれ

には限界があり，景観の発達についての歴史的変

化が重要で，これらが相補ってこそ堅実な歩みを

辿ることができるとした。こうして景観の実相に

ついては統一的な見解が得られなかった。

地誌学

　東京高等師範学校教授の田中啓爾は，地理学の

本体は地誌学であると主張し，全国各地の地誌研

究を実践して，これを門下に奨励した。田中

（1949）は関東地方と中部地方を合わせた地域を
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中央日本と呼び，同地域が水平・垂直方向に変化

に富み日本を代表する地域とみて，その海岸平野・

山麓・高地について表日本・中央高地・裏日本を

断面的に調査した。そのためには土地利用，交通

運輸，集落などの何が決め手であるかを検討し，

聞き取り調査を重要な研究手法とした。中央日本

各地の微細地誌も多数記述し，朝鮮や中国，オー

ストラリアなどの地誌とも比較して，地理的南北

性や高距性に注目したりしている。このほかデー

ビス（W.M. Davis）の地形輪廻説にならって人文

地理事象の時間的変遷に幼年期から老年期，回春

までのサイクルを認めた。

　田中の学風は地誌学中心主義であり，地理教育

にも大きな影響力をもっていた。教科としての

「地理」は地誌学であった。彼の門弟には青野寿郎，

三野与吉，矢島仁吉，尾留川正平，小笠原義勝，

山本壮毅ら著名な地理学者がいた。彼は 1930年

には大塚地理学会を組織し，1923年までに「大塚

地理学会会報」を 7冊，「大塚地理学論文集」を 6

冊刊行した。また 1924年に刊行した季刊誌「地

理」は 1943年に「地理学評論」に統合された。

1933年には田中自身の成果をまとめたた大冊『地

理学論文集』を刊行している。

地人相関論

　京大では，1932年に石橋五郎が「地理論叢」を

創刊し，歴史的な考察重視の地人相関論を提唱し

たが，各自然事象は分科独立し「地理学より逸し

去った」とし，「茲に於て地理学に残されたる学的

使命は，地球を人類の棲家と考へ其の両者の関係

を分布の観点より明らかにすることに在りと信ず

る」と述べた（1936）。小川琢治も中国文明にお

ける地理的知識の拡大過程や古代東アジアと地中

海世界との交流状況の解明に努めており，1928年

に『支那歴史地理研究』を，1929年に同『続集』

を刊行し，歴史地理学の伝統を固めた。

　内田寛一（1888―1969）は当時旧制高校卒業生

以外で唯一地理学を専攻できる京大に進学し，卒

業後文部省で地理教科書監修にあたり，1928年か

ら 2年間英独留学後，母校東京高師教授に迎えら

れ，京大の学風を東京に伝えた。彼は師である石

橋の地人相関論を敷衍し発展させて，検地帳や宗

門帳などに基づいて江戸期の村落の土地と人口を

明らかにする研究を最初に行い，近世の歴史地理

を実証的に開始した。第一次大戦中に学界に登場

した彼は，政治地理学分野で研究を始めるが，

1934年に「初島の経済地理に関する研究」を発表

し，農業経済学者にも高く評価された。1930年頃

から経済地理に関心を強め，1934年に『経済地域

に関する諸問題の研究』も刊行した。1933年には

衣食住の消費生活面を体系的に扱う『郷土地理研

究』を著している。これは10年間に5版を重ねた。

　景観地理学にも，地誌学中心にも批判的な小田

内通敏（1875―1954）は小川琢治らの歴史地理学

を尊重したが，学風に異質な要素も含んでいた。

中学校で教える傍ら，1899，1900年に雑誌『地

理と歴史』を発刊し，地理と歴史の対等性を主張

した。1922～ 1925年には集落地理学研究会を組

織し，翌年これを人文地理学会に改組，雑誌『人

文地理』を 2号まで刊行して，社会学や社会経済

史など隣接諸学の成果を吸収して郷土地理教育を

提唱したが，賛同者を結集できなかった。彼の著

書『郷土地理研究法』（1930），『郷土教育運動』

（1932），『風土日本の研究基準』（1938）はみな現

場教育者に評価された。信州諏訪の三沢勝衛

（1885―1937）や西亀正夫（1883―1945）はともに

高等小学校卒業後，独学で地理学を研究し，独自

の体系を編み出した。

氷河問題

　「日本地学の形成〈その 3〉」で 1920年頃までの

氷河問題について述べた。その論争の焦点は標高

800m前後の低位置氷河が存在したか否かであっ

た。その後氷河問題は停滞期に入る。1931年，小

川琢治の「中央日本の洪積世氷河作用に就いて」

が発表され，低位置氷河説が再燃した。それは信

州青木湖周辺で氷河堆積物や掻痕のある岩塊が発

見されたことに始まる。その後この地域でカール

（圏谷）が発見され，青木湖や木崎湖は圏谷湖とみ

なされた。このような氷河地形や氷河の遺物は蓼

科高原や釜無山地からも発見されたことが伝えら

れた。小川琢治は 1932年に「日本の氷河時代に

関する問題と其の研究法」の中で，氷河作用と地

形変化の関係について述べている。一方，高橋純
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一（1933）は津軽十三湖で氷河の痕跡を発見し，

十三湖は氷河の後退の順に作られたとした。八木

次男（1934）は北上山地の入谷付近（海抜 40　m）

で氷河堆積物らしきものの発見を報じている。こ

うして氷河の遺跡は東北地方の低位置にまで広

がった。

　しかしこれらの低位置氷河説には批判的意見も

多くなった。矢部長克（1934）は氷河遺跡を認め

るには氷河の条痕礫だけでなく，多くの付随的な

証拠が必要だとして安易な氷河説に警告を発して

いる。標高 2000　m内外の高位置氷河については

日本アルプスや北海道の日高山脈などで今村学郎，

辻村太郎，佐々保雄，岡山俊雄らにより着実な研

究が進められた。そしてその進展とともに低位置

氷河説の影は薄くなっていった。岡山俊雄（1935―

36）は「本邦氷河問題の回顧と現状」をまとめて

おり，今村学郎の『日本アルプスと氷期の氷河』

（1940）は当時の氷河問題を総括している。

地形学の進展

　前述のように地形学の樹立を促進したのは関東

地震であった。地形学者や地質学者の関心は関東

地方に集中した。

　1）関東平野と周辺丘陵

　辻村太郎（1920）は，関東平野では近い地質時

代に細長い入江がつくられ，海岸に近い所では沖

積堆積物がこれを埋積したと推定した。そしてこ

の海進を世界的な後氷期の海面上昇とみなした。

さらに辻村（1923）は武蔵野の海岸平野は隆起後

その北部が沈降したとして，茨城県西縁の古河付

近の標高 40　m以下の湖沼や湿地帯をその例とし

た。矢部長克・青木廉二郎（1923）は関東平野の

このような地形を関東湖沼地域と表現している。

このことは後に大塚弥之助（1936）によっても確

認された。大塚は横浜付近に露出する下末吉層と

同時期の海成層が，古河付近では地表下 100　m以

上の深さにあることを試錐料から認定している。

　関東地震後，関東平野とその周辺の地質・地形

調査が盛んになった。震災予防調査会の委員だっ

た山崎直方は「関東地震ノ地形学的考察」（1925）

の中で山塊，地塊，丘陵など細かく地形区分し，

多摩丘陵は北～東に傾く傾動地塊とみなした。復

興局建築部は清野信雄を中心に詳しい東京の地質

図を作成し，453本に及ぶ試錐調査を実施して東

京下町の地下地質と埋没地形を明らかにした

（1925 ―27）。こうして東京周辺の地形，地質の実

態が把握された。

　これらの調査結果を基にして，東木龍七は「地

形と貝塚分布より見たる関東低地の旧海岸線」

（1926）や「東京下町地域並びに其付近に於ける

洪積世以後の地形発達史」（1928）をまとめている。

これらは関東平野を解析海岸平野とし，標高 10～

150　mの丘陵と 0～ 20　mの渓谷からなるとみて，

両者の分布，その性質，相互関係を精査し，先史

時代の貝塚の分布から極めて近い過去における関

東低地の諸渓谷に海が侵入した現象（沖積世海進）

を認め，貝塚成立期の旧海岸線を想定したもので

ある。

　1925年，矢部長克は関東構造盆地の用語を初め

て使用した。これは先第三系を基盤として盆地が

形成される運動で，青木廉二郎・田山利三郎らの

協力により関東平野の段丘面が盆地状に変形して

いることを明らかにした。そして矢部・青木

（1927）は「関東構造盆地周辺山地に沿える段丘

の地質時代」の中で，海面上昇による河床勾配の

減少が堆積作用を卓越させることを指摘した。さ

らに矢部（1929）は日本周辺の海底の深さ 150　m

と 720　mの二つの平坦面を認め，これらを陸上の

多摩および前成田段丘に対比し，日本列島の大陸

接続期について考察した。これは日本近海の陸棚

発達史に関する最初の研究である。

　矢部（1930）は多摩丘陵の背面を T面と呼び，

これを成田層群の堆積面と考えた。また青木・田

山（1930）は関東の段丘を地形学的に詳しく分類

した。それによると，多摩面（T）と武蔵野・相模

野の段丘面（M）とは形成時期が異なり，下末吉

段丘も形成時期が異なる段丘でT面とM面の中間

の面であるとした。大塚弥之助（1930）は下末吉

面は下末吉層の堆積面で，この面は多摩丘陵の中

に入り組んだ地形面となっているとし，地質学的

にも地形学的にも多摩面と下末吉面とは時代が異

なるとした。そして横浜以南の多摩丘陵の背面の

一部は浸蝕面であるとした。槙山次郎（1930）は
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横浜南部の屏風が浦付近の多摩面を「屏風が浦層」

の堆積面とした。

　田山利三郎（1930）は，房総半島では南部の上

総丘陵の解析度が北部の下総台地よりも大きいの

で，南部の方が古いと考えた。しかし上総丘陵は

下総台地よりも低いので，両者を境する北東―南西

方向の崖に沿う断層を想定した。大塚弥之助・望

月勝海（1932）はこの崖を浸蝕崖と解釈し，下総

台地面形成後，南東部が浸蝕されて低い上総層群

ができたものと考えた。また房総半島北部を流れ

る湊川，小糸川，養老川などは上流では屈曲が多

く，上総層群の傾斜方向の北に向って流れるのに

対し，下流では下末吉面の等高線に直角の北西な

いし西に向きを変える。このような流路の変更は

造盆地運動の開始によって生じたと考えた。

　以上は関東地震後，1936年頃までの関東平野と

その周辺地域の地形学的な研究の一端である。大

塚弥之助（1931）は第四紀研究の課題として第四

系の編年尺度，動植物群，人類の遺骸・遺跡，気

候変化，地形学的方法などをあげている。ここで

は地質学と地形学との密接な関係が重視されてい

る。

　2）海岸地形・島嶼

　海岸地形について辻村太郎（1928）は隆起海岸，

沈降海岸，断層海岸などを区別しそれらの分布を

示した。隆起海岸は日本群島の北部に多く西南部

に少ないのに対し，沈降海岸は日本群島の北部に

少なく，西南部に多いとした。また断層海岸は九

州および本州西南部の太平洋側に多く，本州北部

の断層海岸は日本海側の若狭湾を代表としている。

　大塚弥之助（1931，33）は日本の海岸地域に共

通する二つの海進期（有楽町海進と下末吉海進）

を認めたが，その原因をある時には海面変化に，

あるときには地殻変動に帰していた。さらに大塚

（1933）は太平洋岸の海岸線の出入りの状態を計

測し，この値と背後の地質との関係から，平滑な

海岸線は新第三紀層および第四紀層，複雑な海岸

線は中・古生層，火成岩からなり，浸蝕に対する

岩石の抵抗性が海岸線の出入りと関係するとした。

まだ沿岸と近海の地形との関係も明らかでなかっ

たので，矢部長克・田山利三郎（1934）は「日本

近海海底地形概観」を著した。辻村太郎・山口貞

夫（1935）は「日本群島付近に於ける島嶼の分類

及び分布」を著している。こうして沿岸と近海の

地形の対応関係が考察の対象となった。

　半沢正四郎（1935）は琉球列島に発達する離水

した珊瑚石灰岩を一括して琉球石灰岩と呼び，そ

の時代を後期鮮新世か初期更新世と推定した。半

沢によれば，琉球石灰岩の堆積後，国頭礫層と呼

ばれる段丘堆積物よりなる海成段丘が形成された。

完新世の海進時に堆積した珊瑚礁や海浜堆積物が

最低位の段丘となっている。また喜界ケ島に多く

みられる直線的な急崖の成因は，ほとんどが珊瑚

石灰岩からなる台地を変位させる新しい断層崖と

考えた。三陸の典型的なリアス海岸の形成につい

て，多田文男（1938）は単なる沈水現象のみでは

ないとし，その理由として「大沈降によりリアス

海岸が形成された後小隆起が起った」ことを具体

的に説明した。

　1940年頃までの研究では，海面変化は地殻変動

に比べて相対的に小さく，段丘形成の原因を隆起

運動の緩急ないし間欠性に帰すものが多いと考え

られた。また，旧汀線は過去の海面の指標であり，

その高度分布は段丘形成後の地殻変動の量や様式

をあらわすので，海成段丘研究の主眼は地殻変動

におかれていた。

　3）河川および河岸段丘・扇状地

　河岸段丘に関しては花井重次（1927）の「桂川

（相模川）沿岸の地形および河岸段丘の研究」があ

る。彼は河岸段丘の成因に関して，具体例を詳し

く検討しているが，河床の形態は 1～ 2年に 1回

程度の洪水に支配されるので，このような観点か

ら段丘の研究をしている。矢部・青木（1929）は

河成段丘の形成について，海面上昇による河床勾

配の減少が堆積作用を卓越させることを指摘した。

原地形の解析について，田山利三郎（1930）はあ

る原地形は形成後時間を経るにしたがって多くの

谷が刻まれるので，他の条件が同じならば原地形

の解析度は時間の関数と考えられ，これによって

段丘面を対比することを試みた。

　村田貞蔵（1933）は段丘を砂礫堆積面段丘，砂

礫浸蝕面段丘，岩石浸蝕面段丘に 3区分した。さ
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らに山形盆地の乱川扇状地で，西に傾く増傾斜的

地殻変動を認めた。これは扇状地の等高線が同心

円状でなく，曲率が理論的に考えられるものより

大きいこと，並びに開析扇状地面と現河床の勾配

の比較から結論されたものである。村田（1936）

はさらに新庄盆地で河岸段丘の高度分布により河

岸段丘形成期以降の曲隆運動を論じた。また大塚

弥之助（1941）は瑞穂・フォッサマグナ褶曲帯の

幾つかの地域で，新第三紀層の褶曲軸を切る河成

段丘面や水準点が褶曲構造と同じ方向へ変位して

いることから，褶曲構造の第四紀における成長を

論じた。

　火山活動による運搬土砂量の増加が堆積の進行

を進めた例として，西村嘉助（1940）は赤城山北

西斜面を流下した火山噴出物または火山扇状地堆

積物が利根川を堰止め，沼田盆地付近の水域を

作ったが，その上流側で河床勾配減少により段丘

面が成立したとしている。

　扇状地の形態学的な研究は 1930年頃より進め

られた。渡辺　光（1929）は古い扇状地は一般に

下流部では新しい扇状地に覆われるため，新旧扇

状地が交差するとし，この現象は扇状地が河床勾

配を増すような運動に起因するものと解釈した。

また村田貞蔵（1933）は扇状地では扇頂近くの山

間部の河床勾配が扇頂部の勾配よりも急傾斜では

ないという事実から，礫の堆積が河床勾配の減少

のみに依存しないことを指摘した。

　1940年代頃までの研究では，一般に海面変化は

地殻変動に比べて小さいとして，段丘形成の原因

を隆起運動の緩急ないしは間歇性に帰するものが

多かった。また旧汀線は過去の海面の指標であり，

その高度分布は段丘形成後の地殻変動の量や様式

をあらわすので，地殻変動を重視した。なお安芸

皓一（1944）は，鬼怒川の縦断面形が河床物質が

砂礫から砂に移り変わる所で折れ曲がっているよ

うに見えることに注目し，その原因は川自体では

なく周囲の条件によるものとした。

　4）山地地形

　岡山俊雄（1930）は氷触を受けて先鋭化した日

本アルプスの現地形から推定される氷触直前の地

形の説明のため，日本中央山地の切峰面図を作成

した。これによれば，駿河湾線と相模湾線に限ら

れた地区は七島マリアナ弧の先端部にあたるとい

う意味で重視されている。切峰面図は解析された

山地地形の復元に極めて有効であるが，日本で 

はあまり活用されていない。一方，大塚弥之助

（1942）は水準測量の垂直変位から山地の隆起を

指摘している。山地の形態については多くの研究

があるが，ここでは中国地方の吉備高原の形成史

について述べることにする。

　中国地方には背稜山地の前縁に吉備高原（標高

400～ 600　m）がある。吉備高原の名称は小川琢

治が 100万分の 1日本帝国地質全図説明書（1899）

の中で既に使用しており，これが準平原らしいこ

とを述べている。吉備高原が隆起準平原であるこ

とは，小藤文次郎（1909）が「中国筋の地貌式」

の中で指摘している。小倉　勉（1918）は吉備高

原の削剥面は基盤の地層と共に中新世の堆積物を

切っており，第三紀層の基底はかなりの起伏を

もった陸上の浸蝕面であるとした。矢部長克

（1926）は北九州の第三系堆積後に削剥期があっ

たことから，吉備高原の場合も新第三系堆積後に

準平原化された可能性があるとした。竹山俊雄

（1933）は，海成新第三系が堆積する前の吉備高

原一帯は比較的起伏の大きな地形だったが，新第

三系が堆積した後，これを剥剥して形成された隆

起準平原が吉備高原であるとし，吉備高原面の形

成時期を鮮新世と考えた。

　一方，中国山地を研究していた三野与吉（1933a，

b）は，中国山地では中新統の堆積の前後に準平原

化の時期があったとした。彼には山砂利層につい

ての詳しい研究もある（1935）。1937年，大塚弥

之助は，吉備高原には主に海成中新統が分布する

ことから，背梁山地は中新世の海進期には海面上

にあったとし，標高 1000m±の背梁山地面の形

成は中新世以前，白亜紀以後と推定した。このよ

うにして準平原化の時代は第三紀層の堆積後とす

るのが定説となった。

　5）その他

　中国の山西学術調査団に地理学者として参加し

た多田文男は「山西の地理」（1943）や蒙古高原

の「内陸砂丘の生成」（1945）を残している。ま
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た保柳睦美には「北支・蒙古の地理―乾燥アジアの

地理学的諸問題」（1943）の報告がある。これら

は日本で観察できない自然の地理的考察として貴

重な資料となっている。また 1941年に文部省資

源科学研究所が設立され，ここで多田文男，川田

三郎，中野尊正ら若手の研究者が加わり地形発達

史に取り組んだ。その報告の一つとして中野の「浸

蝕面の形成時代―近畿地方中南部を中心として」

（1944）が挙げられる。川田は台湾タッキリ渓，

梓川，姫川，常願寺川，黒部川と一連の河岸段丘

調査（1941，1942a，b）を報じている。

　1940年代初期には，岡山俊雄，多田文男，井上

修次，花井重次・渡辺　光の著書『自然地理学地

形篇』（1940）が刊行された。これは辻村の『地

形学』を意識して，より整理された啓蒙的解説書

となっている。1943年には独特の準平原論を提

起した三野与吉の『地形原論』が刊行されている。

II．地　質　学

　1920年代から 30年代にかけて，年代層序区分

の大綱が組み立てられた。そして各地で地質構造

が検討され，やがて地体構造論が台頭するに至っ

た。地質調査所の 1/20万地質図幅調査（全国 200

図幅）は 1919年で完結し，1917年から 1/7.5万

地質図幅調査に着手した。1925年には1/200万「大

日本帝国地質図」改訂版が刊行された。一方，

1931年から 1934年にかけて岩波講座の［地質学

及び古生物学］のシリーズが出版され，1935年に

は古今書院から渡辺　貫編『地学辞典』（1726p.）

が出版された。これらは当時の地学知識の集大成

として，地質学の普及に大きく貢献している。

　1．年代層序区分

　まだ絶対年代測定技術のなかったこの時代，地

層の年代は地層中に含まれる化石で決定されてい

た。化石は堆積環境の指示者でもあった。当時は

動植物化石を分類記載したドイツの古生物学 

者チッテル（Karl von Tittel）の『古生物学綱要』

（Grundzuge der Palaeontologie, 1895）が時代決

定の教本となっていた。日本古生物学会が結成さ

れたのは 1935年であるが，それはまだ日本地質学

会の部会にすぎなかった。

　日本地学の形成〈その 3〉で既に述べたが，日

本列島の基盤とされていた片麻岩類や結晶片岩類

は，1920年頃から古生層の変成相とみなされるよ

うになった。具体的には渡辺万次郎（1918）が多

賀山脈南部の変成岩から連続的に連なる鮎川層の

石灰岩から二畳紀（現在では石炭紀）の珊瑚化石

を発見したことと，藤本治義（1924）が同じく日

立鉱山付近で御在所統または御荷鉾統とされてい

た岩類から石炭紀の珊瑚化石を発見したことであ

る。こうして小藤文次郎（1893）の阿武隈山地古

期岩類の始生界説は崩壊した。したがって日本最

古の岩層は古生層となった。

［古生界］

　1920年代には石炭系から二畳系までの化石層

序の大枠が判明した。早坂一郎（1921）は新潟県

青海村の石灰岩から珊瑚，紡錘虫，腕足類など多

数の化石を発見し，その時代を石炭紀前期～二畳

紀後期とみなした。また小沢儀明（1923）は秋吉

台の石灰岩を紡錘虫によりその時代を石炭紀前期

～二畳紀とし，1927年には岐阜の赤坂石灰岩を紡

錘虫により 4大別し，その時代を二畳紀としてい

る。これらの調査結果から日本の古生層は石炭系

と二畳系からなるとみなされた。

　しかし 1934年，野田光男は北上山地西南部の長

坂北方鳶ケ森付近で，腕足類のスピリファー化石

を発見し，日本で初めて上部デボン系の存在を明

らかにした。さらに小貫義男（1937）は大船渡市

日頃市付近から珊瑚，層孔虫，腕足類，三葉虫な

どの化石を発見，これによりシルル系の存在が確

認された。四国では小林貞一ら（1940）が高知県

の妹背で，矢部長克と杉山敏郎（1942）が高知県

の横倉山で床板珊瑚ハリシテスを含むシルル系石

灰岩を発見している。石炭系については，北上山

地で湊　正雄（1941）が下部石炭系の層序を明ら

かにし，二畳系については北上山地で遠藤隆次

（1924），小貫義男（1938），湊　正雄（1942）ら

により詳しく研究されている。こうしてシルル系

から二畳系までの化石層序が定まった。

　一方，関東山地の中・古生層の岩相や含有化石，

地質構造などを調査した藤本治義（1926―39）は，

いわゆる秩父古生層をすべて古生界とする時代論
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については疑問をいだき，これまで古生層とされ

ていた小仏層を江原真伍の四万十川統に類似する

ものと考えた（1931）。そしてさらに放散虫化 

石により三波川変成岩をジュラ系とみなした

（1939b）。

［中生界］

三畳系

　日本の三畳系の化石層序は矢部長克（1918）に

より上部（含シュウドモノチス層），中部（含ダオ

ネラ層），下部（含セラタイト層）に 3区分されて

いた。さらに矢部長克・清水三郎（1927）は仙台

北東の利府付近から産出する二枚貝のダオネラ化

石により中部三畳系を確認し，清水三郎と馬淵精

一（1932）は宮城県志津川付近から産出する二枚

貝シュウドモノチスにより上部三畳系を位置づけ

た。小貫義男（1969）によれば，北上山地南部で

黒沢　守（1929）が多数の産出化石から中部三畳

系の伊里前層，上部三畳系の皿貝層を識別してい

る。その後，黒沢および馬淵精一らは下部三畳系

を発見した。関東山地の南，五日市北方では藤本

治義（1932）が上部三畳系のシュウドモノチス層

を発見，清水三郎（1932）はその付近から下部三

畳系のアンモナイトを発見した。

　四国では江原真伍（1925）が愛媛県田穂で，松

下　進（1926）が高知県黒滝で下部三畳系の石灰

岩を発見，鈴木達夫（1931）は高知の東の三宝山

石灰岩から中部三畳系のダオネラ化石を採取して

いる。佐川盆地の三畳系の研究は小林貞一に引き

継がれた。彼は三畳系を海棲化石により下位から

ハロビア層，オキシトーマ層，シュードモノチス

層に区分した（1931）。また植物化石については，

赤木　健（1925）が岡山県成羽のシダ類に富む植

物化石層がシュードモノチス層の下位にあたるこ

とを指摘した。大石三郎（1930, 31, 32, 35）は成

羽，美禰地方などに産出する三畳系の植物化石を

詳しく検討した。これらの含植物化石層は石炭層

を伴っている。動物化石に対応させたこの研究結

果から，三畳系の層序がより精確になった。しか

し三畳系の分布が各地に点在することから，その

古地理的復元は容易ではなかった。

 

ジュラ系

　北上山地南部の志津川地方では多くの二枚貝や

アンモナイトなどの産出が知られており，馬淵精

一（1933）はこれを志津川層群と橋浦層群に区分

して，その時代を後期ジュラ紀とした。山口県豊

浦地方のジュラ系は江原真伍（1921a），小林貞一

（1926, 1927），大石三郎（1935）らにより調べら

れ，それらは下部～中部ジュラ系とされた。飛騨

の来馬層群，北陸の手取層群，山口県西部の豊西

層群などから産出の植物化石は横山又次郎により

ジュラ紀のものとされている（1889）。大石三郎

はこれらを詳しく調べ，三畳紀のものと合わせて

日本の中生代植物を総括している（1940）。

　原田豊吉（1892）によれば，巨智部忠承は 1882

年に東京府下五日市付近で放散虫チャートを含む

石灰岩を発見，翌年には奈佐忠行とナウマンが同

様の化石を含む石灰岩を高知県佐川盆地の鳥ノ巣

で発見してこれを鳥巣層と呼んだ。さらに 1885

年には巨智部忠承が福島県相馬地方で同様の石灰

岩を発見している。以後，鳥巣層は関東，信州，

近畿，四国，九州の各地で発見された。藤本治義

（1938，1939a）は関東山地の鳥巣統の層序，産状

について詳しく調べ，その地質時代をジュラ紀前

期ないし中期とした。チャート中の放散虫化石に

ついては江原真伍（1926 ―27）により，石灰岩中

の同化石については清水三郎（1928），藤本治義

（1933，1939a）によりその時代はジュラ紀の中期

～後期とされた。しかしこれらの微小化石の存在

は点在するチャートや石灰岩中に限られており，

まだそれらの層序的位置づけは明確ではなかった。

なお北海道中軸部の空知層群中にも鳥巣式石灰岩

と同様の化石群が知られており，その時代はジュ

ラ系と推定されている。

白亜系

　矢部長克（1927）は白亜系の化石層序を初めて

総括した。それは下位より領石（海退期），物部川

（海進期），ギリヤーク（海退期），浦河（海進期）

の 4統からなる。矢部は浦河期の海進を上位の始

新統との関係から汎日本的海進とみなした。北海

道の白亜系の層序・構造については今井半次郎

（1924），矢部長克（1926），長尾　巧（1931），
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松本達郎（1942 ―43）らの研究がある。この白亜

系は中軸部では蝦夷層群と呼ばれ，アンモナイト，

イノセラムス，トリゴニアなどにより下部・中部・

上部に区分されている。三陸沿岸では各地に白亜

系が小範囲に分布するが，古くから知られている

のは矢部長克・江原真伍（1913）が記載した宮古

付近の白亜系であろう。これは含有化石も豊富で，

現在の下部白亜系宮古層群に相当する。関東山地

の山中地溝帯の白亜系は原田豊吉（1892）の頃か

ら知られており，横山又次郎はトリゴニアやアン

モナイトによりこれを中部白亜系とした。

　中央構造線の北側に沿って紀伊半島西部から四

国にかけて細長く分布する和泉砂岩層は，イノセ

ラムスやアンモナイトなどを含む海成層で，上部

白亜系とされた。これについては江原真伍（1921

 a，b，1928），小沢儀明（1925b，1928）などの

研究がある。江原真伍（1924）は和泉砂岩層の九

州への延長を大分県の大野川盆地に求めた。松本

達郎（1936）はこの地域の白亜系を大野川層群と

称している。西南日本の秩父帯の下部白亜系領石

統は横山又次郎（1894）の命名によるもので，汽

水性の貝化石や植物化石に富む。その上位の物部

川層は江原真伍（1926）の命名による海成層で，

これらの狭長な分布は上部白亜系の外和泉層群と

ともに地史的に注目された。

　前述の矢部長克（1927）の白亜系層序区分は

1942―43年に松本達郎によって改定された。それ

は岩相と含有化石により下位から高知統，有田統，

宮古統，ギリヤーク統，浦河統，ヘトナイ統に 6

区分される。この層序区分改定の背景には地質調

査ばかりでなく，動植物化石や微化石の研究の進

展があった。この改定により天草，大野川盆地，

四国，紀伊半島，関東山地，三陸沿岸，北海道な

どに分布する白亜系の層序的位置づけがほぼ定

まった。

西南日本外帯の時代未詳中生層

　鈴木　敏は 1/20万地質図幅「甲府」（1887）お

よび「東京」（1887）で関東山地南部に広く分布

する粘板岩・砂岩などからなる地層群を小仏層と

命名した。原田豊吉（1892）はこの小仏層を秩父

古生層上部の異相とみなしている。一方，小川琢

治（1899）は西南日本外帯で秩父帯の南に位置す

る時代未詳中生層を一括して四万十統と呼んだ。

小仏層はこれに含まれる。矢部長克（1925）は関

東山地西部で秩父古生層と四万十統（小仏層）と

を境する断層を発見，この延長が信州の川上に及

ぶことから，これを五日市－川上構造線と称した。

これは現在の仏像構造線の関東における最初の発

見である。

　江原真伍（1926）は高知県安芸川付近では四万

十統を安芸川統と名づけた。これは鳥巣石灰岩を

含むので大局的にはジュラ系とみなされた。この

ため江原は関東山地南部の小仏層を安芸川統に対

比している。しかし三土知芳（1932）は小仏層を

和泉砂岩層に対比し，上部白亜系とした。藤本治

義（1931）も白亜系であろうとしている。また鈴

木達夫は 1/7.5万地質図幅「高知」（1931），「須

崎」（1933），「卯之町」（1934）の調査で，鳥巣石

灰岩を含む層凖を四万十統（安芸川統）中部に位

置づけている。藤本治義（1939a）は関東山地南

部の時代未詳中生層を多摩川系と命名し，その中

部の氷川統を鳥巣石灰岩を含む地層とし，その地

質時代をジュラ紀後期とした。

　一方，館林寛吾（1930）は紀州湯浅南方で鳥巣

統と古生層を境する断層を白崎―糸川線と命名し

た。小林貞一（1931）はこれを糸川―仏像構造線

と呼んでいる。現在の仏像構造線のことで，秩父

帯と四万十帯の境をなしている。秩父帯の南縁に

は石灰岩に富む三宝山層（上部二畳系～上部三畳

系）がある。これは鈴木達夫（1930）の命名によ

る。

　なお四万十統の分布は関東山地から紀伊半島，

四国，九州南部に及んでいるが，岩相，化石，構

造などの詳しい検討は 1945年以降のこととなる。

［新生界］

　矢部長克・青木廉二郎（1923）はこれまでの知

見をもとに新生界を下位より秋津統（沈降期の古

第三系），高千穂統（隆起期の古第三系），瑞穂統

（沈降期の新第三系），敷島統（隆起期の第四系）

に 4区分した。白亜系と同様，化石層序と地盤の

隆起・沈降を組み合わせたこの区分は，大綱とし

ては現代にも通用するものである。
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　古第三系の大きな特徴は主要な石炭層を伴うこ

とで，石狩炭田，常磐炭田，筑豊炭田などの夾炭

層はいずれもこの時代に属している。これら炭田

の調査は時代の要請に応じ 1920年代から 1930年

代にかけて集中的に行われた。

　北海道の上部白亜系函淵砂岩層を不整合に覆う

夾炭古第三系を矢部長克・青木廉二郎（1923）は

石狩層群と呼び，その時代を始新世後期～漸新世

としている。石狩層群の層序と構造は今井半次郎

（1924）によって解明された。石狩層群を不整合

に覆う幌内層は海棲貝化石を豊富に含み，その時

代は漸新世後期とされた。また漸新世の雨竜・留

萌炭田については佐々保雄（1938）ら，同じく釧

路炭田については佐々保雄（1940，1941）の調査

がある。

　常磐炭田については，古くは地質調査所の中村

新太郎（1913）による磐城国湯本付近（第 1区）

の調査があり，その後双葉地域の層序と化石につ

いては徳永重康（1927），徳永重康・清水三郎

（1926a，b）により詳しく調べられた。さらに 1930

年から 1939にかけて地質調査所の渡辺久吉，紺

野芳雄により調査され，福島県南部から茨城県北

部にかけての精度 1/1万の地質図が作成された。

渡辺久吉・佐藤源郎（1929）は常磐炭田の古第三

系を白水統（漸新世）と呼び，下位から石城夾炭

層と浅貝層に 2分した。浅貝層は海成層で貝化石

や有孔虫化石を含む。貝化石については槙山次郎

（1934）の研究がある。その属種は浅貝－幌内動

物群と呼ばれた。白水統の上位は新第三系の湯長

谷統に不整合に覆われる。

　九州の夾炭古第三紀層については長尾　巧

（1926―28）の一連の研究がある。長尾（1933）は

筑豊，朝倉，唐津・佐世保，崎戸・松島，高島，

三池，天草の各炭田の古第三系を動・植物化石か

ら始新統と漸新統に大別し，主要含炭層を始新統

中～下部の本渡層群，大牟田層群，高島層群と始

新統中～上部の大辻層群，相知層群とに区別した。

なお大辻・相知両層群の上には海棲化石に富む芦

屋層群がある。これは下部漸新統とみなされた。

なお長尾（1933）は九州でヌムライトを始めとす

る 10の化石帯を認めており，これらを基に古第三

紀に四つの海進と海退があったことを指摘してい

る。

新第三系

　日本の新第三系のうち比較的調査が進んだのは，

北日本の油田地帯で，1920年代から 1930年代に

かけて地質調査所や民間会社により積極的に調査

が行われた。石油資源開発に貢献した大村一蔵は

岩波講座に「石油地質学」（1931）を載せ，また

別に『石油地質学通論』（1934）を著し，石油の

性質，石油鉱床，石油の時代的分布，石油の成因

などを詳述している。地質調査所の油田地質図の

作成は 1900年頃より開始され，1945年頃まで継

続されている。1924年以降 1944年までに調査さ

れた油田は北海道・青森・秋田・新潟・山形など

の各地に及ぶ。

　これらの油田調査の結果，岩相と含有化石から

秋田では緑色凝灰岩・女川・船川・北浦・脇本・

鮪川層の標準層序が，新潟では緑色凝灰岩・七谷・

寺泊・椎谷・西山・灰爪層などの標準層序が樹立

され，背斜を主とした褶曲構造が解明された。秋

田では含油層は船川層に，新潟では含油層は寺泊，

椎谷層に胚胎している。各地に共通して新第三系

の最下部に緑色凝灰岩類（グリンタフ）が分布す

ることは，新たな問題の提起となった。高橋純一

（1932）は「北日本内帯の緑色凝灰岩」と題する

論文でそれらの層序関係や岩質を記載している。

なお北海道の北見，手塩地方の新第三系は下位か

ら鬼志別層，増幌層，稚内層，声問層，勇知層に

区分され，増幌層上部が含油層として注目されて

いた。

　南関東の新第三系は横山又次郎（1920）により

武蔵野系として一括されていたが，関東地震後，

関東平野とその周辺の地質調査が進み，渡辺久吉

（1925）は武蔵野系（三浦層群）の基底は三浦半

島の田越川不整合で，それより下位の地層は葉山

頁岩層（葉山層群）であるとした。その後，三浦

半島・房総半島の新第三系については植田房雄

（1930，1933），槙山次郎（1931），野村七平（1933），

坂倉勝彦（1935），浅野　清（1938）らの詳しい

研究がある。池辺展生（1937）と鈴木好一（1937）

は武蔵野系を鮮新・更新両統を含めたものとした
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が，このために新第三系と第四系の境界が改めて

問題となった。関東以西の地域では，槙山次郎

（1927，1928）が掛川地方で岩相と層厚の変化が

著しいフリッシュ的な鮮新世の掛川層群を含有化

石とともに詳細に調査し，1937年～ 1943年には

大井川下流地域の新第三系の層序と構造を研究し

ている。槙山（1932）は岩波講座の「新第三系」

の中で日本の中新世を岩相と化石により下位から

植月（津山盆地），大井川（静岡），田辺（和歌山），

妻（宮崎）の 4階（stage）に区分，鮮新世を下位

から大日（掛川），結縁寺（掛川），笹毛（房総）

の 3階に区分した。しかしそれぞれの地域は地史

的背景も堆積様式も異なるので，標準層序とはな

り得なかった。そこで槙山（1939）はこれを改め，

中新世を浅貝（常磐），大井川，戸狩（岐阜），湯

日（静岡）の 4階に，鮮新世を大日，結縁寺の 2

階に区分した。

　なお 1920年代から 1930年代にかけて上述の地

質調査の進展とともに，堆積学的研究も行われる

ようになった。石油の成因に関連した高橋純一

（1922，1932），高橋純一・八木次男（1929），八

木次男（1933，1935）ら，石炭の堆積機構に関連

した今井半次郎（1924）や長尾　巧（1926―1928）

らの研究である。とくに今井の『地層学』（1931）

はこの分野で最初の教科書である。これらは燃料

資源の開発といった意味ばかりでなく，日本にお

ける堆積学的研究の先駆をなすものとして注目さ

れている（岡田博有，2002）。

第四系

　関東地方南部の地質調査は 1880年代に 1/20万

地質図幅調査で開始された。鈴木　敏の「横浜」

（1884），「東京」（1886），巨智部忠承の「上総」

（1884），「千葉」（1886）である。その後の調査で，

矢部長克（1906）は横浜南部の洪積層を長沼層と

して一括し，山川戈登（1909）は東京下町付近に

分布する洪積～沖積層を有楽町層と称した。また

矢部長克（1911）は王子の貝層を東京層と呼んで

いる。これは下末吉層や成田層に相当し，台地面

や武蔵野面を構成する。矢部（1914）はさらにこ

れらを堆積した海を古東京湾と呼んだ。こうして

1915年頃までに東京近傍の洪積層や沖積層の断

片的な知識が得られていた。

　関東地震（1923）後，復興局建築部は地質調査

所の清野信雄を首班として東京および横浜の地質，

試錘調査を行い，その結果を「東京地質調査報告」

（1924―27），「横浜地質調査報告」（1926―28）と

してまとめた。これらにはそれぞれ地質図，地質

断面図，試錘柱状図などが付いており，沖積層，

洪積層，新第三紀層の各境面が立体的に把握され，

これらを刻んだ旧河谷の状態を知ることができる。

現在からみれば洪積層と第三紀層との境界は必ず

しも正確ではないが，当時このような調査が行わ

れたことは注目された。また関東地震後，1/7.5

万地質図幅調査は三土知芳の「八王子」（1932），

「鹿島」（1933），「成田」（1934），「千葉」（1935），

清野信雄の「東京」（1939）と関東地方が重点的

に行われ，第四系の知識が急増した。

　前述のように武蔵野系の定義が包括的であった

ために，鮮新統と洪積統の境界については統一し

た見解が容易に得られなかった。例えば南関東に

ついてみると，矢部長克（1923）は海棲貝化石の

豊富な三浦半島の長沼層を洪積統の最下部に位置

づけたのに対し，大塚弥之助（1929）や槙山次郎

（1931）は長沼層を鮮新統最上部としている。一

方，青木廉二郎と田山利三郎（1930）は地形的な

視野から，関東構造盆地の表面段丘には先成田段

丘（PN）と古期の多摩段丘（T），新期の武蔵野段

丘（M）があるとし，関東地方の平坦地形面を古

い方から先多摩，多摩，武蔵野，後関東ロームに

4区分している。大塚弥之助（1931）は岩波講座

の「第四紀」の中で，日本の洪積層を下部（dl）

と上部（du）に区分した。長沼層は dlに，成田層

は duに相当する。これは関東地方を標準とした

当時の第四紀研究の指針ともなった。

　このようにして，1940年代の始め頃までに日本

の古生代から新生代までの年代層序区分の大綱が

判明した。しかしまだ地域や課題によって調査に

精粗の差があり，時代論などにも検討の余地が残

されていた。

　2．地質構造論

　ナウマン（1885）以降，フォッサマグナや中央

構造線について若干の議論があったが，それらの

３９３―　　―



性状については長い間未解決のままであった。矢

部長克（1917）は「日本群島の地質構造に関する

諸問題」（英文）を著し，これまでの地質構造につ

いてのナウマン，原田豊吉，ジュース，小川琢治，

リヒトホーフェンの見解を批判し，問題点を整理

して今後の研究の指針を示した。そして矢部自身，

フォッサマグナの西縁を糸魚川―静岡地構線に限

定した（1918）。これは糸魚川―塩尻線，塩尻―韮

崎線，韮崎―静岡線の 3部分からなる。しかしその

東縁については明らかでない。

　その後，小沢儀明は化石層序をもとに秋吉台の

二畳・石炭系石灰岩の横臥褶曲構造（1923）を，

備中大賀（岡山県成羽）では三畳系の成羽層群の

上に二畳系の石灰岩が重なる衝上構造（1925）を

発見した。そしてこれらの事実から西南日本内帯

の古生代後期と中生代後期の地殻変動を論じた

（1925）。この構造論は当時の地質学界に大きな影

響を及ぼした。一方，徳田貞一（1920, 27）は火

山帯や褶曲山脈の雁行配列に注目し，実験的にそ

の成因を考察している。

　小川琢治（1929）はスイスのアルガン（E. 

Argand）の「アジア構造論」（1922）の影響を受

けて，日本では古生代末ないし三畳紀に褶曲運動

が起こり，中生代以後の多数の断裂運動により各

地に花崗岩が迸入し，古第三紀に古期岩類の間に

地向斜状の堆積地を生じたとした。信濃中部の地

質を調査した本間不二男（1929）は松本周辺地域

に分布する第三紀層の褶曲構造を，褶曲区の範囲，

褶曲軸の分布状態，等傾斜地帯などを多角的に解

析し「第三紀層は徐々に作用する横圧力の下で褶

曲しつつ地圧均衡調節に服し，…薄い岩漿皮殻の

決裂した處に顕著なる褶曲を起こした」と結論し

た。これは褶曲の成因にまて立ち入った珍しい考

察である。

　ウェーゲナー（A. Wegener）の大陸移動説（第

4版は1929年）が日本で紹介されだしたのは1930

年代に入ってからで，地質学者の間にあまり反応

はみられなかった。青木廉二郎（1934）は大陸移

動説に対する欧米の地球物理学者，地質学者，生

物学者，気象学者らの意見を紹介しているが，い

ずれも批判的なものであった。層序や構造の解明

に追われていた日本の地質学者にとっては大陸移

動説は次元の異なる課題であったのかもしれない。

　1930年代には衝上断層（thrust）が注目された。

矢部長克（1930）は房総半島，三浦半島，丹沢山

地北縁などでは北からの overthrustと南からの

underthrustが多いとして，その原因をフォッサ

マグナの位置に伏在する物質の挙動に求めている。

藤本治義は 1930年に手取川流域で手取統の上に

片麻岩類が衝上することを，1937年には関東山地

の北東部で長瀞系（三波川・御荷鉾変成岩類）が

秩父古生層に衝上する関係を発見した（大霧山衝

上）。池辺展生（1936）は愛媛県宇和郡魚成で二

畳系の野村層群が三宝山層群（上部二畳系～下部

ジュラ系）相当層に衝上している関係を発見し，

これを魚成衝上と呼んだ。また関　武夫（1939）

は伊吹山周辺の古生層の調査から，伊吹山の山頂

部に分布する石灰岩層が粘板岩，砂岩などからな

る地層に衝上している関係を指摘し，これを伊吹

山衝上と呼んだ。これらの衝上断層にはなお反論

や検討すべき課題もあるが，衝上運動が秋吉台や

備中大賀の衝上とともに地殻変動論の一つの目安

となった。

　このように地質学的資料が蓄積される一方で，

1930年代には広域的でかつ総合的な論文も多く

なった。小藤文次郎（1931a）は北米のロッキー

山脈がアラスカ，シベリアを経て支那山脈に連な

るとし，日本がアジア大陸から分離する可能性を

述べている。また別の論文（1931b）では太平洋

深海底の玄武岩がアジア大陸の sialに対して

underthrustをなし，褶曲山脈や断層地塊を形成

したと述べている。

　広範囲にわたる地質構造論は日本列島の地質の

全体像がある程度判明した時点から始まる。大塚

弥之助（1937a）は東北日本西部では新第三系の

基盤は主に古生層とそれを貫く花崗岩からなり，

中生層も古第三系も存在しないとし，そのような

広域的な場の地盤が膨れて著しい火山活動が起こ

り，火山活動が終わると次第に沈降して海が侵入

したとして，大規模な火山活動地帯は厚い堆積区

となる傾向があると論じ，今日のグリンタフの活

動に注目している。また大塚（1937b）は「七島・
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マリアナ列島・海嶺に比重の大きな溶融状態の玄

武岩質物質の上昇と之に伴ふ地表の隆起・火山活

動等の現象の存在を許し，一方海溝底付近には比

重の小なる物質（おそらく堆積・水成岩類）の増

大と海嶺付近の上昇を補ふ地殻内方へのそれの運

動とを推定することを許している」として海嶺と

海溝の成因に言及している。

　一方，渡辺久吉（1938）は「第三紀時代に於け

る日本群島の古地理」と題する論文の中で，白亜

紀初期から鮮新世初期までの 9葉の海進・海退に

よる水陸分布図を示した。とくに中新世初期の北

海道から東北，北陸，フォッサマグナに連なるグ

リーンタフベーズンを示した古地理図は注目され

る。そして各地で鮮新統が中新統やより古い地層

を傾斜不整合で覆うことから，中新世末期の全日

本的変動に注目し，これを大八州変動と呼んだ。

　これに対し大塚（1939）は化石動物群から古第

三紀を始新世，芦屋―石狩時代，浅貝―幌内時代に

3区分し，新第三紀を門ノ沢，掛川，曽我の 3時

代に区分した。そして日本の第三紀の褶曲帯を樺

太―蝦夷帯，羽越―フォッサマグナ帯，大井川帯，

宍道帯，天草帯，琉球帯，台湾帯に 7区分し，第

三紀の主要な構造線として糸魚川―駿東線，東北日

本の中央裂線（馬淵川―阿武隈構造線），大町―静岡

線（糸魚川―駿東線で絶たれる）を挙げている。そ

して古第三紀から鮮新世にかけての海岸線の古地

理図 4葉を示し，造陸運動による海岸線の変化を

説明した。

　北海道中部の複雑な地質構造は長尾　巧（1933，

1934）らにより注目されていたが，大立目謙一郎

（1939，1940―41）は石狩炭田南部で押し被せ衝上

断層を発見し，その実態を明らかにした。これは

白亜系が東から西へと数 kmにわたり古第三系幌

内層に衝上するものである。一方，長尾（1940 ―

41）は札幌―苫小牧低地帯（石狩低地帯）を境にし

て東方には古生層（神居古潭系と日高系）・中生層

（上部ジュラ系，白亜系）・古第三系・新第三系が

よく発達しているのに対し，西南方は東北日本西

部の延長で新第三系と火山岩類からなるとし，鮮

新期の滝川層堆積後に形成されたこの低地帯の地

質区の境界としての意義を強調した。

　江原真伍（1940）は四国の安芸川層の研究に端

を発し，逆押しかぶせ断層（underthrust）と雁

行構造に着目して，北西からの日本海運動（over- 

thrust）と南東からの太平洋運動（underthrust）

の境界は紀伊・伊勢ではほぼ中央線に一致し，以

西では土佐湾の北側を通り中村―宿毛の線に一致

するとした。そして海溝の成因を，地殻の突き上

げにより地下深所の圧力が減少し，基底層が液化

して溶岩溜ができ，この溶岩の脱出によりできた

空洞に上部地殻が陥落して海溝ができるとした。

さらに江原（1942）はフォッサマグナ西縁の糸魚

川―静岡構造線を韮崎から富士山頂の東，大島の北

を経て小笠原諸島の西に達する線と考えた。同じ

頃，望月勝海（1940）は，日本島弧の付近には珪

礬（シアル）帯と珪苦（シマ）帯の境界があり，

七島マリアナ弧の場合東北日本から南に向う北太

平洋珪苦帯流と，フィリピン海の周囲を時計回り

に循環するフィリピン海珪苦帯流とがマリアナ付

近で接近して動き，南北方向の七島マリアナ弧が

できたとした。

　このように諸説が乱立する時期に，東大の小林

貞一は，日本各地の中・古生層の層相と構造，火

成作用，変成作用などを組み合わせて，秩父地向

斜を母胎とする秋吉造山運動（古生代末～三畳紀）

と佐川造山運動（宮古世後期～ギリヤーク世後期）

を提唱した（1941）。秋吉造山運動の先駆として

北上山地南部の古生層の堆積の様相（薄衣礫岩な

ど）が重視される。二畳紀末～三畳紀前期にはフ

リッシュ型堆積層（登米統，稲井統，利府層）に

移行する。秋吉造山運動の最盛期には飛騨片麻岩

や三郡変成岩ができる。この運動の末期に三畳系

の美禰層群，成羽層群，河内が谷層群などが堆積

するとした。これが秋吉造山輪廻である。秋吉と

は山口県美祢郡秋芳町の石灰岩台地の名称である。

　佐川造山運動ではその先駆としてジュラ系の豊

浦層群，来馬層群，斗賀野層群などの堆積があり，

造山運動の最盛期には大賀時階（ジュラ紀末～白

亜紀）の押し被せ構造が顕著で，秋吉，大賀，赤

坂など各地に衝上運動が起こる。三波川結晶片岩，

領家片麻岩や中央構造線に沿う鹿塩圧砕岩もこの

時期に形成される。造山運動の末期，白亜紀後期
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～古第三紀には地塊ができる一方，和泉地向斜（和

泉層群），中村地向斜（四万十累層群）などの堆積

盆地ができるとした。佐川とは高知県高岡郡佐川

町の地名である。

　この造山論は中生代の造構運動を中軸にしたも

ので，その内容はヨーロッパで主流をなした地向

斜造山論の影響を強く受けているものの，日本列

島の複雑な地質を総合的な視野から造山論に組み

立てている点が注目されて，当時高く評価された。

その影響は第二次大戦後まで及んだ。

III．岩石・鉱物・鉱床学

　1．岩石学

　日本地学の形成〈その 3〉でも述べたように，

欧米では 19世紀末から 20世紀初頭にかけて火成

岩の分類や成因についての研究が急速に進んだ。

さらに 1912年，ラウエ（Laue, Max von）の結

晶のⅩ線回折現象の発見により，鉱物の結晶構造

の解析が進み，これが岩石学，鉱物学の発展に大

きく寄与した。東北大の神津俶祐は，日本の岩石

学は 1912年前後に記載科学から精密科学の領域

に入ったとし，その主要因としてⅩ線による結晶

鉱物の解析と珪酸塩鉱物の物理化学的研究をあげ

ている（八木，1992）。1921年に東北大の大湯正

雄は鹿塩片麻岩の研究に物理化学的手法を取り入

れて岩石学に新風を吹き込んだが，アメリカに留

学後早逝した。

　神津は 1913年から 1916年までカーネギーの地

球物理学実験所，ケンブリッジ大学，ソルボンヌ

大学で実験岩石学を学んだ。帰国した神津は玄武

岩，斑糲岩，粗面岩などの溶融実験を始めたが，

実験装置が不備なため，なかなかよい結果が得ら

れなかった。1921年には物理学科の遠藤美寿とと

もに「月長石及び氷長石のⅩ線分析並びに両鉱物

の原子構造に対する温度の影響について」（英文）

を発表した。これは日本における鉱物についての

結晶構造的研究の最初の論文で，その業績は世界

的に高く評価された。また神津は顕微鏡下の光学

的性質による鉱物決定だけでなく，鉱物の屈折率

や光軸角や光学的方位の測定などを熱心に行った。

1920年代の中頃には，自在回転台（universal 

stage）の付いた偏光顕微鏡が開発されたため，顕

微鏡岩石学が大いに進展した。神津は各地のアル

カリ長石などについて化学，光学，Ⅹ線分析，加

熱実験を熱心に行った。

　東大の坪井誠太郎は伊豆大島火山の研究

（1920）の後，1921年から 1923年にかけて欧米

に留学し，イギリスではケンブリッジ大学のハチ

ンソン（A. Hutchinson）のもとで長石の光学的

性質を測定した。坪井は鉱物の新しい光学的研究

手法の開拓に興味があった。その最も代表的な研

究は，斜長石の劈開片の屈折率を測定してその化

学組成を求める考察であった。坪井は造岩鉱物の

識別に光学的方法を応用し，多くの報文を発表し

た。とくに分散法による造岩鉱物の屈折率の測定

法はこの時期の岩石学界，鉱物学界を席巻し，多

くの新進の門下の研究を促進し，岩石学および造

岩鉱物学の進歩を一段と早めた。一方 1928年，

日本岩石礦物礦床学会設立の発起人会が東北大学

理学部に設置され，神津俶祐が会長となった。翌

年 1月 1日に岩石礦物礦床学会誌が創刊された。

　1930年頃には，主な造岩鉱物の光学的性質の測

定も殆ど終わり，光学的性質と化学組成との間の

関係もつけられた。坪井誠太郎の実績は，偏光顕

微鏡使用法と屈折率測定法について指導し，日本

の岩石学の基礎をつくったことにある。それはま

ず岩波講座の「鉱物及び岩石の光学的研究法」

（1931）で発表された。坪井はさらに同講座でボ

ウエン（N.L. Bowen）の反応原理（1928）を核

とした理論を詳しく紹介した「火成岩成因論」

（1932）を著している。しかしこうした顕微鏡岩

石学の研究と地質学的な岩石学の研究との間に

ギャップが生じつつあることは否めなかった。な

お坪井は 1937年「火成岩の成因に関する研究」

で恩賜賞をもらっている。

　19世紀の末頃から J.P. Iddings，A. Harker，

P. Niggliらによって成因的にアルカリ岩と非ア 

ルカリ岩が区別されるようになった。Harker

（1909）はアルカリ岩類は大西洋地域に，非アル

カリ岩類は太平洋地域に分布すると考えていた。

日本では山根新次が島根県長浜で採取した岩石が

霞石玄武岩であることが判明したのは 1910年の
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ことで，以後，隠岐，山陰，北九州など各地でア

ルカリ岩の分布が知られるようになった。朝鮮 

北部のアルカリ岩を研究していた山成不二麿

（1928）は日本海アルカリ岩石区の意義と地殻運

動や火山活動との関係について解説的な論文を書

いている。

　隠岐島後の研究をしていた冨田　達は，1927年

から 1935年にかけてアルカリ岩類の調査と詳細

な岩石記載を行い，アルカリ岩中に橄欄石―輝石―

角閃石不連続反応系列とアルカリ長石連続反応系

列の 2種の晶出経路があること，つまり 2種の本

源マグマの存在を明らかにした。冨田はさらに既

知の岩石学的データを検討し，新第三紀末から第

四紀に活動したアルカリ岩類が日本海の周縁部に

分布し，環太平洋のカルクアルカリ岩石区とは異

なる一つの岩石区をなしているとして，これを環

日本海アルカリ岩石区と呼んだ（1935）。冨田は

その後，上海自然科学研究所の研究員を経て，北

京大学教授となっている。

　1937年，神津俶祐の東北大学在職廿五年記念祝

賀会と学術講演会が大学講堂で開かれ，出席者は

北海道から九州まで 104名に及んだ。講演会では

鈴木　醇が「本邦古期岩石類の特異性」を，伊藤

貞一が「Ⅹ線的方法は鉱物学に何を教えたか」を，

本間不二男が「火山形態の火山学的考察」を，坪

井誠太郎が「造岩物質の同質異像現象に関する岩

石学上の問題」を述べている。

　変成岩は火成岩や堆積岩が温度や圧力などによ

る変成作用で生成された岩石で，その研究の基礎

には化学平衡論や熱力学があり，総合的には地体

構造解析の要素ともなっている。しかし 1930年

代まではこれらはまだ手探りの状態であった。地

質調査所の英文『地質鉱産誌』（1926）には，石

井清彦により古生代の変成岩として三波川統，御

荷鉾統（神居古潭変成岩を含む），領家変成岩のそ

れぞれの分布，鉱物組成，岩相などが記されてい

るにすぎない。おそらく当時の地質図幅調査の結

果によるものであろう。

　北大の鈴木　醇は層状含銅硫化鉄鉱床の研究に

は結晶片岩の研究が重要であると考え，1924年か

ら四国の三波川変成岩を中心に岩石学的研究を始

めた。この研究は藍閃片岩（1924，1926），紅簾

片岩（1924，1925）の研究や祖谷渓谷の含礫片岩

の研究（1928）を基礎に，四国の結晶片岩の総括

（1930）へと発展した。鈴木はフィンランドのエ

スコラ（P. Eskola）の変成相の概念の影響を受け

て，三波川変成岩の全岩化学組成から，結晶片岩

は同一の物理的条件で変成されたと考えた

（1930）。これは三波川結晶片岩でも所により変成

度の違いがあるとする考えに反する結果であった。

1934年以降は神居古潭変成岩の研究に移った。そ

の後，三波川の研究をした堀越義一（1937）は，

四国の別子鉱山付近で結晶片岩を変成度低下の順

に（A）：含黒雲母柘榴石帯，（B）：含柘榴石片岩

帯，（C）：点紋アルバイト片岩帯，（D）：緑泥石片

岩帯に分帯した。これは変成作用の立体的把握と

いう意味で大きな成果であった。

　一方，杉　健一は筑波地方の片麻岩の迸入変成

作用（1930），阿武隈山地での diaphthoriteの提

案（1933），阿武隈高原での十字石の発見（1939）

など変成作用に関して斬新な説を提唱し，岩波講

座で「日本変成岩総説，特に所謂領家変成岩類に

就いて」を著している。この diaphthoriteとは高

温度で生成された変成岩が，その後の構造運動に

より低温度で再変成した後退変成岩とされている。

また十字石（staurolite）とは広域変成岩に特有の

鉱物である。彼はまた丹沢山地では岩型による 

分帯をし，鉱物組成の変化との関係を調べた

（1931）。

　領家変成岩に関して，岩生周一（1936）は山口

県柳井地方の秩父古生層とこれを貫く時代未詳花

崗岩類，片状花崗岩類，領家変成岩類の関係につ

いて，花崗岩類の迸入により古生層の一部がホル

ンフェルス化し，他の大部分は比較的晩期の花崗

岩漿の供給を種々の割合に受けて領家式迸入雲母

片麻岩になったとして，各岩石の生成状態を整理

している。また小出　博は 1935年以来，愛知県

の三河段戸山地域の領家変成岩についてゴールド

シュミット流に古生層と変成岩の平均化学組成を

求め，両者の違いを変成作用中の物質移動による

ものと考えた（1949）。

　九州においては変成岩の分布が散在しており，
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それらの生成時代が判断できるような地質関係は

みつかっていない。熊本県の木山変成岩，大分県

の朝地変成岩は 1960年代に発見されたもので，

いずれも白亜系に覆われている。木下亀城（1936，

1938）は福岡県三郡山塊北部で，変成岩を片理の

著しい角閃石片岩を含む新建系と粗粒角閃石を含

む鳴淵系とに分けたが，両者の関係は不明であっ

た。これは三郡変成帯の西縁にあたる。自在丸新

十郎（1937）は野母半島および天草では緑色片岩

および珪質片岩に黒雲母が，天草では藍閃石が存

在することを認めている。

　北海道では日高造山運動の研究を提起した大立

目健一郎や鈴木　醇の指導により，舟橋三男と橋

本誠二を中心とする日高研究グループが組織され，

1940年から日高帯中核部を横断する調査を実施

したが，戦時中のため調査が困難となり，その研

究成果の発表は 1948年以降にもちこされた。

　2．鉱物学

　明治時代の鉱物学者といえば和田維四郎，菊池

　安，神保小虎，福地信世，比企　忠，佐藤伝蔵

らが知られている。その後鉱物の収集や分類が進

む一方で，鉱物学は岩石学の研究とともに発展し

てきた。とくに 1912年，結晶のⅩ線回折現象が

発見され，それが鉱物の研究に応用されて結晶鉱

物の構造解析が急速に進められた。東大で鉱物学

教授神保小虎の最後の卒業生だった大江二郎の卒

業論文は「輝安鉱の結晶構造の研究」（1924）で

あった。大江はこの研究を理化学研究所の西川正

治研究室で行っている。東大物理学科の寺田寅彦

と西川正治がⅩ線による結晶構造の解析に画期的

な成果をあげたのはこの時期のことである。

　神保小虎のあとを継いだのは伊藤貞一で，彼は

本邦産鉱物の形態的研究を福地信世や南　英一ら

とともに行った。そしてその研究成果を次々と発

表した。鉱物学教室による本邦産鉱物の形態的研

究は進展し，その成果が集積されたので，和田維

四郎が 1905年に刊行した鉱物学雑誌「日本鉱物資

料」（Beitrage zur Mineralogie von Japan）の続

刊として新シリーズの刊行を企て，それらの研究

成果を発表した。その第 1巻は「本邦産鉱物の形

態的研究」（1935）である。第 2巻は 1937年に刊

行されている。

　東北大の神津俶祐は多数の共同研究者とともに

造岩鉱物とくに輝石，角閃石などの物理性，化学

性，光学性，熱性，化学組成および結晶構造の研

究に力を注ぎ，多くの業績をあげた。これは鉱物

学の発展を一段と促進した。また同大学の渡辺万

次郎が共同研究者とともに行った鉱石鉱物の研究，

とくに本邦各地の金銀鉱床中に産するテルル鉱物

の研究成果は当時の日本にテルル鉱時代を招いた。

　一方，鉱物愛好者の益富寿之助や桜井欽一らに

より 1932年，京都に日本鉱物趣味の会が設立さ

れ，機関誌「我等の鉱物」が刊行された。これは

後に「地学研究」と改題され，現在も発行を続け

ている。また桜井欽一は 1933年に無名会を創立

し，東京で定期的に会合を開いて各種鉱物の鑑定

やそれらの話題などが紹介され，また随時鉱物採

集会が開かれた。無名会の会員は 100名に及んだ

といわれている。1965年，「地学研究」は桜井欽

一博士紫綬褒章受賞の記念特集号を発行している。

しかし桜井の没後無名会は解散した。これらの会

は趣味から研究への橋渡しとして鉱物学の普及に

大きく貢献した。

　東大の伊藤貞一の研究は鉱物の形態的研究から

次第にその結晶構造の研究へと移って行った。彼

は 1926年から 1929年までスイスのニグリ（P. 

Niggri）の下で，1931年から 1932年にはイギリ

スのブラッグ（W.H. Bragg）の下で結晶学とくに

Ⅹ線結晶解析を学んだ。1927年以降に発表された

彼の論文の多くは，格子群と配位数との関係を論

じたものであった。そしてそれは定永両一，森本

信男，竹内慶夫らの新進共同研究者によって実験

的に確認された。その集片構造論は空間群論の拡

張へと進展した。また伊藤法と呼ばれる粉末写真

からⅩ線反射の指数づけの新方法が発見された。

なお伊藤は 1935年に「日本鉱物資料」続第一巻

を，1937年に同第二巻を編纂している。また共同

研究者片山信夫，須藤俊男の協力によってカラー

写真よりなる『本邦鉱物図誌』全 4巻（1937～

1941）を刊行した。

　1940年前後，伊藤貞一はしばしば東北大の神津

俶祐を訪れた。神津は彼の輝石に関するⅩ線研究
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を高く評価しており，当時東大で不遇の地位に

あった伊藤を暖かく迎えた。伊藤はその後間もな

く単斜輝石と斜方輝石の結晶構造の研究により東

北大から学位を得た。1945年，伊藤貞一の「珪酸

塩鉱物の結晶構造の研究」には帝国学士院賞が授

与されている。

　1930年，北大理学部に地質学鉱物学科が新設さ

れ，原田準平が鉱物学講座を担当した。原田は本

邦産鉱物の光学性の正確な決定を行ったほか，遅

れていた北海道の鉱物の調査研究をした。助教授

の吉村豊文は加蘇鉱山のマンガン鉱床に関する研

究を完成し，以後のマンガン鉱物の研究の基礎を

築いている（1936，1938）。1939年には九州大学

理学部が設置され，ここに移った吉村は鉱物学講

座を担当した。

　1942年，神津俶祐は定年で東北大を退官し，高

根勝利がその後を継いだが，高根は 1945年に長

崎駅で空襲を受け，爆死した。なお日本鉱物学会

の設立はかなり遅く，1952年に日本地質学会の部

会として発足し，1955年に日本地質学会から独立

して「鉱物学雑誌」を発行するに至った。

　3．鉱床学

　四国の含銅硫化鉄鉱床を地質学的に注目した最

初の人は佐川栄次郎（1910年頃）と言われている。

彼はこの鉱床を一種の裂罅充填鉱床とみなした。

しかし母岩である結晶片岩の線構造にも注目し，

黄鉄鉱と黄銅鉱の賦存状態と線構造の成因的関係

を考察している。日本の鉱床区について最初に論

じたのは岩崎重三（1912）である。おそらく地質

調査所発行の 1/200万「大日本帝国鉱産図」（1911）

を参考にしたのであろう。当時稼行鉱山はあまり

多くなく，地質調査も十分でなかったので，彼は

主要稼行鉱山の分布と当時の地質図から，鉱床区

を 1．朝鮮区，2．北上区，3．別子区，4．小坂区，

5．薩摩区に区分した。地質と鉱床の関係の最初の

糸口かもしれない。

　当時九州大学の講師だった加藤武夫は冨山房か

ら『鉱床地質学』（1917）を刊行して，鉱床と地

質の関連性を明らかにした。加藤（1918）はまた

小坂鉱山の黒鉱鉱石の二次硫化富鉱の鉱石顕微鏡

的研究を行い，肉眼的には二次富鉱化の現象を認

め難い鉱石でも，鉱石顕微鏡を利用することに

よってそれが明瞭に判明することを示した。東北

大の渡辺万次郎は日本全域の金属鉱床の地質学的

分布に関する論文（1923）の中で，日本を鉱床の

地質学的配置から西南日本外帯，西南日本中帯，

西南日本内帯，東北日本外帯，東北日本内帯，富

士帯の 6区に分けた。渡辺はまた，日立鉱山産鉱

石中から黄銅鉱と閃亜鉛鉱の共生を記載した。

　加藤武夫は 1920年に東大教授となった。1926

年，第三回太平洋学術会議が東京で開かれ，世界

の地質学者が日本に集まった。加藤はこの総会で

「本邦中生代金属鉱床生成期」について講演をした。

またこの年に「本邦に於ける造山作用・火山作用

及び鉱床生成の関係，附本邦鉱床の標識について」

を発表している。これはプレカンブリア造山期，

後期古生代造山期，後期中生代～初期第三紀造山

期，後期第三紀～プライストシーン造山期の四時

期における各種鉱床の生成を火成作用や造山運動

の面から再検討しようとしたもので，世界的にも

注目された。1929年には続いて「第三紀火山作用

と関係ある金属鉱床の生成について」を地質学雑

誌に載せている。こうして加藤武夫は鉱床生成時

期に関する研究で世界的に知られるようになった。

　1831年，地学に関する岩波講座の刊行にさいし

て，加藤武夫はその全体の編集に当たるとともに，

自らも「鉱床学総論」を執筆した。1937年にはこ

れを改定して『新編鉱床地質学』を刊行している。

これは 757頁に及ぶ大冊で，第一篇総論と第二篇

特論，第三篇附録からなり，豊富に図が挿入され

ていて，鉱床学の専門家にとっても初心者にとっ

ても必読の書であった。1938年にはカナダで開

催された第五回汎太平洋学術会議にも出席し，銅

鉱床，銅鉛亜鉛鉱床の型式について海外に紹介し

た。

　鉱床の分類について，欧米では 19世紀の初期か

ら各種試みられていたが，加藤武夫（1937）はニ

グリ（P. Niggli）とシュナイダーヘン（H. Schnei- 

der hon）の分類（1925）を参考にして，（1）：岩

漿固結に関係ある鉱床，（2）：岩漿作用に無関係の

鉱床，（3）：動力変質鉱床に大別している。（1）に

は火成鉱床，ペグマタイト鉱床，接触鉱床，気成

３９９―　　―



鉱床，熱水鉱床が含まれる。（2）は成層鉱床，残

留鉱床，漂砂鉱床，天水による鉱脈およ交代鉱床

である。こうした鉱床の成因的分類は鉱床地質学

の重要な指標となった。

　1930年代の始め頃から日本でも各地の金銀鉱

石中にテルル金銀鉱が顕微鏡的に確認されるよう

になった。北上南部の大谷，真野，沢田の諸鉱山

のテルル蒼鉛鉱や手稲，蓮台寺，須崎，竹野，入

来などの浅成鉱床のテルル鉱物が続々と発見され

た。これらは渡辺万次郎（1932，1933）によって

系統的に研究された。

　層状含銅硫化鉄鉱床（キースラーガー）の成因

についてはいろいろ議論されたが，加藤武夫

（1937）は岩漿分化作用による鉱床論には反対し，

多くのものは熱水鉱床で層面または片状層理に沿

う裂罅を充填した層状鉱脈であるか，あるいは交

代作用，鉱染作用によって生じたものであるとし

た。ある場合には石灰岩層が高熱交代作用を受け

て生じた接触鉱床もある。このように種々の原因

で生じた鉱床が現在も同様な性質を示すに至った

のは，その生成の途中から生成後までも引き続い

た動力変質作用を受けたからであるとした。これ

らは当時の通説となった。

　三波川結晶片岩中の別子型鉱床の鉱石は，地域

的に多少の差異はあるが，塊鉱は黄鉄鉱を主とし

その間に少量の黄銅鉱を混じているのが常で，褶

曲の著しい部分では黄銅鉱が濃集していることも

ある（Nishio, S., 1940）。神山貞二（1935）は静

岡県の久根鉱山で，鉱床の母岩の片理面上の線構

造の方向が鉱床の落としと一致することを発見し

た。同年，和歌山県の飯盛鉱床およびその付近を

調査中，線構造はその場の褶曲軸および微褶曲軸

の方向とも一致することを明らかにした。一般に

鉱体が母岩の層面，断層面または剪断帯に沿って

発達する場合，鉱体内の富鉱部やその落としの方

向が母岩の褶曲軸やうねりと一致することがある。

とくに注目されるのは，鉱体の方向が結晶片岩中

の鉱物の示す線構造（liniation）とほぼ平行する

ことである（神山貞二・堀越義一，1938）。堀越

（1940）は加藤武夫の指導のもとに「別子型鉱床

の形態的研究」をまとめている。

　塩基性火成岩中に存するクロム鉄鉱床について

は石川俊夫（1940―41）や鈴木　醇（1941，1943）

らの研究がある。クロム鉄鉱には火成作用による

ものと，その後の熱水作用で生成されたものがあ

ると考えられ，前者は兵庫県関宮，静岡県朝日奈，

日高静内鉱山などに産し，後者は北海道の八田，

日東，糠平，岩美などの鉱山に産することが知ら

れた。

　マンガン鉱床は岩手県の野田玉川鉱山，栃木県

の加蘇鉱山，北海道後志の稲倉石鉱山などが知ら

れるが，吉村豊文（1938）は加蘇鉱山の地質鉱床

および鉱物共生に関する研究で多数のマンガン鉱

物を詳細に検討し，鉱化作用を A，B，Cの 3時期

に分け，これを岩漿分化による鉱化作用で説明し

た。つまり後成説（epigenetic）による交代作用

であるとした。

　黒鉱鉱床については「日本地学の形成〈その 3〉」

で述べたように，アルカリ性鉱液交代鉱床説と海

底温泉沈殿鉱床説とで長い間論争が続いたが，木

下亀城は黒鉱鉱床と，これに成因的に関連する硫

化鉄鉱などの黒鉱式鉱床に関する研究を総合的に

行って，1944年に『本邦の黒鉱鉱床』を発表した。

これによれば，黒鉱の成因は第三紀の火成作用に

関連した低温のアルカリ性熱水溶液の交代作用で

ある。この考えは当時の黒鉱鉱床成因論の定説と

なった。

　鉱床学は全国各地の鉱山や鉱床賦存地域の調査

ばかりでなく，地質学的見地からの考察も必要な

ため，その進歩は容易ではなかった。現在からみ

れば鉱床胚胎層の地質時代などについても改定の

余地がある。
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